
 

 

 

横浜市では、南本宿公園内にコミュニティハウスの整備を進めています。 
整備にあたっては、既存の公園のレストハウスをリニューアル（改修・増築）することで、引き

続き、地域の交流の場として親しまれる施設を目指します。 
 

 

昨年度、コミュニティハウスの愛称「みなほんはうす」の検討にご協力いただいた南本宿小学校
の児童のみなさんに、今度は施設のロゴのデザインにご協力をいただきました。 

ロゴデザインの検討にあたっては、現在のレストハウスをお借りして、ワークショップを開催し、
6 年生の有志 16 名が参加しました。 
 

ワークショップでは、プロのデザイ
ナーから「デザインとは？」、「ロゴっ
てなんのためにあるの？」といったレ
クチャーを受け、公園内を散策しなが
らロゴのアイデアを考えました。 
 

 

 

参加児童のみなさんには、「みなほんは
うすがどんな場所になってほしいか」と
いう想いを込めて、様々なロゴのイメー
ジを提案していただきました。 

そこで提案いただいた、ロゴのイメー
ジから、児童のみなさんの想いをくみ取
り、デザイナーがシンボリックなものに
再構築し、ロゴデザイン案を３案製作。
その案の中から全校生徒のみなさんの投
票により、左記のロゴが選ばれました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

作成したロゴは、施設の館銘板として、新しく整備する施設の壁面に設置を予定しております。 
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バックナンバーやコミハ整備に関するその他の情報はＨＰをご覧ください  



 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

みんなが 

えがおになれるような 

場所にしたいと思った 

 

自然を大切に 

みんなが笑顔で楽しく 

安心して遊んでほしい 

みんながキレイに 

使って欲しい 

みんなが仲良く楽しく 

遊べるよって伝えたい 

大人も子どももお年寄りも、 

みんなが仲良く話せる 

場所であってほしい 

みなほんはうすに来て、 

沢山の友達と仲良く 

なれたらいいと思う 

自然がいっぱいで 

あたたかい場所であって欲しい 

みなほんはうすは 
こんな場所になって欲しい 
こんな場所であって欲しい 


